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蔵書検索にて，（こども or 子ども or 子供）and（風土記）にてキーワード検索を行った（2016
年 2 月～ 2018 年 9 月）。さらに，現物確認できるものについては，編著者や編纂目的，収録内
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容，参考文献などを調べた（2016 年 2 月～ 2018 年 8 月）10）。
このような文献調査を補うものとして，電話を中心にメールや面接にて聞き取り調査を行っ

































































佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 47 号（2019 年 3 月）




















































































































































































































佛教大学大学院紀要　教育学研究科篇　第 47 号（2019 年 3 月）




記」を編纂した小学校 23 校（閉校校を除く）のうち，京都市立域における 9校とそれ以外の地






していないという 4つに分類した。なお，いずれも 2017 年度現在とする。
その結果，19 校のうち，①は 5校（うち京都市域 4校），②は 2校（いずれも京都市域），③
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京都市では 1990 年代以降，少子化の影響などにより小学校の大規模統合が進み，2017 年 5 月
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